



























































































































































































































































































































































































































































塁 自 派生 立自
自
立 立












61 12 643 728 40 46 6710 54 0 69 311 23 627 雙盈
異な寺L. 閥
数
18 9 234 419 34 22 2216 4 ゜ 9 57 5 125 
64 6 731 7 45 73 133 6482 84 2 54 364 2 874 べ延
{ 9 
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皐 詩卒然い廣腿 る残酷 常住









0字音平仮名表記(H)に つ い て の 品 詞 別 を 示す。造語に関連 深いのは、三字以上の字音語と、⑪⑥分類の語であ
る
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陪一暦·刻一刻．無 邪 氣 さ ・ 不 透 明 さ ・ 無 器 用 さ
-87-
K+W 
























































































• . • . •••
•••
•. . • .••
•.. •••

































.. .• . ..•.
....•






























































































































2K IK 4K 3K 2K lK 3K 
以上 以上
“ 3 2k K ” ” ” +0 
名名名名名名 形名
詞 詞 詞 詞
旦
詞 詞 詞 詞
3 8 ゜ ゜ 4 6 1 1 
3 4 ゜ ゜ 4 6 1 1 
17 30 6 6 26 6 1 3 
16 23 ·6 6 25 6 1 3 
卜 ア 九 四 萩 日
手無持 9 不/iiJ 
自
ラ メ 千 十 董 ヵ
ン リ 百 七 ス： メ
プ i 八 Jぐ 夕 ラ 沙 由悶 十 l ア 汰 ．セ だ 南
ン 廻， セ 回










詞 詞 詞 詞
2 63 2 23 
2 44 1 920 
6 90 3 36 
6 65 3 26 
好 長 否 四
加減 講罪 應な 千坪














． 腎十K ti 
形 動名名
喜
詞 詞' 詞 詞
゜ 3 14 167 
゜ 3 12 54 
2 4 21 176 
2 3 15 55 
今風 相應費 人四
















詞 詞 詞 詞 詞 詞
'
3 1 ゜ 5 23 1 
3 1 o , 4 '8 1 
1 2 0 2 12 4 
1 2 0 2 8 3 
塁 岱









と 『 金 閑 寺 』 に は 三 0 頁
の分迅差があ
る の で 、 前 者 に 増 加 が み ら
れろことは当然の結果であろと考えられる。その中で⑥和語・漠語 の 複 合 形 式 に 、
二作品で増減が少ないこ
と は 重 要 で あ る 。 作 品
、。し 『天人五衰』 『金閣寺』
· 11417 10507 
(a) . (463 5) (390 5) 
697  619 
(b) 
(377) (368) 
93 21 (c) 84) 0.7)' 
12207 1114 7 
( 5097) ( 4252) 計
表 ③ H
•9
（ カ ッ コ 内 は 異 な り 語 数 ）
以上
の 関 査 結 果 を 、
3
宇 音 の み で 構 成 さ れ る 語 、 ⑥ 和 語 と 漢 語
の
複 合 形 式 、 ＠ 外 来




本来の漢 語 で あ る 字 音 語
のみの語が九0％以上を占め 、 他 を 圧 倒 し て い ろ 。
造語可能な部分において












42 25 50 
2
 
の分菰や性格に関わらず、その撰が一定していろのは、造語的要素 が 大 き な 形 式 で あ ろ の に 、 一 般 的 語 粟 ば か り を 使 用 し て い ろ こと を 意 味 す る 。
．
姻 氣 持 · 場 所 ・ 割 烹 若 ・ 好 加 減 だ ． 稔 儀 正 し い ・ 手 持 無 沙 汰 だ＠については、両作品とも使用率が低い
が 、 『 天 人 五 衰 』 に み
られろ増加は、作品の性格
の 違 い に よ ろ も の で あ ろ ． 『 金 閣 寺 』
[。， 
の 俗 世 間 と 隔 絶 さ れ た 仏 教 供 界 に お い て 、 外 来 語 は 極 度 に 使 用 が
一
制 限 さ れ ろ が 、 『 天 人 五 哀 』 に は 右 の よ う な 制 約 は な い 。 さ ら に『天人五衰』は、港湾施設の描写に詳しく、海上交通に関する専門用語が外来語に負うところが大きいことも一因であろ。
例救命 ボ ー ト ・ 十 ニ ノ ッ ト ・ パ イ ロ ッ ト 事 務 所 ・ ワ ッ チ 勤 務 ・
＇、




















































異なり1li翌 廷ぺ話数 只なりU数 廷べ闘炊 ＂なり紐数 虻ぺ紐数
14.9 21.4 235 1380 200 1084 lK 
112 ←) 3323 8233 2952 8240 2K 0.09 
24,5 3 1 A 630 1144 474 785 3K 
35.9 42,2 295 400 189 231 4K 
42.5 45.3 87 97 50 53 5k 
42.9 37.5 28 32 16 20 6K 
87.5 90.0 8 10 1 1 7K 
（一） （一）
l 1 2 2 8k 100 100 
100 100 2 2 ゜ 0 9K 
4609 11299 3884 10416 計
表9
を 持 つ 語 ほ ど
l回性のものが多く、従って語数顧位の一位と三位




































さ て 、 字 音 の み に
よる語構成の漢 にお
い て 造 語 た り 得 る の は 、
三字以上の漠語である。
こ れ ら が 屈 的 に は 、 『 金 閣 寺 』 一 0 • 五




に 対 す る 三 島 の 姿 勢 を 痰 う こ と が で き る 。 特 に
造 語 要 素 と し て 認 め ら れ る 「 的 」 を 含 む 栢 に つ い て も 一 般 的 語 槃が 多 い 。
鋤 感 党 的 だ ． 感 傷 的 だ ． 糀 祠 的 だ独いて造語的と考え得るのは、
「 無 歴 史 的 だ 」 （ 『 天 人 五 衰 』 ）
ぐらいであるが、
これも三島の造語とは断定しにくく、
「 的 」 に
＇ついても独自性はみられない
と言えよう。
5 多 用 栢 の 比 較




し ま す 。 1 例 が 、 ま え
に 「 病 氣 」 と 蛮 い た と き は 、 次 に は r や
•
ま
い 」 と 困 こ う と し ま す 。
·




実 際 ー 作 品 中 に 四 、 ． 五 千 語 の 異 な り 語 を 用 い る こ と で 前 掲 の 宮 を実 現 し て い る （ 九 0 ％ 近 く が 一 回 性 の 語 袋 で あ ろ 。 ） 。
•
そ
の 中 で 多 用 さ れ て い る 話 は 反 対 に 三 島 作 品 に お い て 瓜 要 な 役
． 割 を 果 た し て い る と 百 え る 。
彼 の 言 に 反 し て 繰 り 返 し 用 い ら れ る 話





こ の 項 で は 二 作 品 そ れ ぞ れ に お け
る使用度数の
多 い 語 群 に つ ， い
て、その
i致 度 を 潤 査 す る 。
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12 10 291 16 21 24 10 48 16 48 24 57 25 32 
使用度数
2 
0 13 34 88 32 4 45 5 45 10 59. 20 17 『 金
伏 Ill 屁 致
- 92-
かを明らかにして、
三 島 の 中 心 的 漢 語 集 は
何かを考え
る。

























命 じ ろ 射 す ろ 生 じ る信 じ ろ 感 じ る
13 18 12 13 10 12.16 12 30 39 31 15 59 





20 11 15159 12 i 12 13 13).10： ： 
‘ ’.
9 : 10 26 8 : ． ．  
レ」」」ノ」」」»c 
8
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5





精 生 人 所女 少少障瞬 宿 醜 自 窯自 自 思 自 自 時 色 時 山
祠 活 生 長中年女 子 梱 命 聞 由 奨 分 憫 想 身 信 刻 情間 門
11 14 22 24 15 92 10 12 15 12 11 13 15 290 28 10 18 10 10 16 28 11 







背 認 人 日 肉 土 同 天 滋男 他 太 隙 存 船 刹 世世 符
後 識 閻 本 想 地時 人 塔女 人 限 度在 名 那 OO 界 年
11 21 87 13 24 11 12 50 11 12 29 10 10 38 10 10 27 64 '15 
10 30 56 3 26 8 11 3 0 
量クク／
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返 Eg 不 安 病 氣

























14 : 44 11s 19 53 I 19 
29 : 32 
； 
多 用 語 に お い て も
、
話 構 成 の 場 合 と 同 じ く
、





単 純 な形式の語が占 め る
。







氣 づ く 半 年 気 持 六 十 年 望 遠 錢 水 平 線 信蛾所 好奇心自 尊 心 喫 茶 店 貨物 船 家 政 婦 巡 純 手 自意誨
10 29 13 35 31 14 25 11 10 10 10 10 21 
10
· 2 
54 I 24 2 23 











































































































































し、漢語の面に限って考える時、彼の文体は、作品によって殆ど差異がないとい 結論に達するの ろ 語梨面においては、彼の自己改革も及ばなかったと考えられる。
三島の文体において淡語はどの様な位図を占めるの という問
「澄明だ」等、度々作品に用いられる語が少な
国が残るが、装飾過多で文沼が死んでい
ると酷評されることの多
い三島作品中で 漠話もまた多分に装飾的要素として用いられていると考える
。
今後は、三島の漢語と修辞について論証したいと
考える。
注①テキストは新潮社『三島由紀夫全集・10』所収を使用し
た
。
注②テキストは新潮社『天人五衰』（第二版）を
使用した。
注③『三島由紀夫全集・28』所収．注⑭『三烏由紀夫全集•30』所収。注⑤賓文館『國語の中に於ける渓語の研究』(S15)
。
注⑤角川掛店 日本の渡語』
(S54)
。
注の国立国語研究所 虹か製婦人雑誌の用 は、涸査単位
にa単位を取った力
「自家製／ハム」の様に二語とする
語も多数あった。
注⑧0単位は、因立国語研究所『現代雑誌九十団の用語用字』
の調査単位である。
注⑨五六三頁
。
日本の漢語』中におけろ分類
。
品『
‘,'· 
注5『近代語の成立岬品』（明治術院）「文字形態紫論」にお
ける分類。
注g字音語IIK、和
nw
、重箱読み11J、湯桶読み11U、
外来語IG、字音語平仮名表記
nH
は、筆者が便宜的に
- 97-
（東北大学文学部）（山梨英和短期大学）
能楽研究
（法政大学能楽研究所）
花園大学 紀要日本文芸論叢日本文芸論集
第十五号
第九号
三田国文文学論藻
第三号
第十一号、第十二号
（松蔭女子学院大学）
（九州大学）（東洋大学）（三田国文の会
文学論粗
第三十号第五十八号
第二号
文林
第十八号
日本文芸研究
一号、第二号
文莫
第九号
文研論集
（九州大学文献探究の会）（専修大学 院）
第十号
文献探究
第十四号
二号
研究室受贈図書雑誌目錢
(V)
0七号
•9
,＇
・'|
用いた記号である。さらに表記法を正磁に分析すろ際には、ルピ付語llRを加える。
注gここで言う自立語とは、森岡氏の言う合成語の既念をも
含む。和語を一切含まずに自立できる語という意味に用いる
。
注14国立国語研究所．
( 
汐文社『新・日本語講座1現代日本語の単語と文字』所
注
⑮
収「単話の数はどのくらいあろか」中野洋参照
。
日本文学研究
（関西学院）
（岡山大学大学院）
（帝塚山学院大学）
第十五号
日本文学ノート
（宮城学院女子大学）
第十九号
日本文学論集
（大束文化大学大 ）
第八号
日本文芸学
（日本文芸学会）
第十九号、第二十一号
第三十五巻第四号、第三十六巻第
弘学大語文
（弘前学院大学）
広島女子 国
創刊号
藤女子大学国文学雑誌
第三十二号、第三十三号
宮士論叢
（宮士短期大学）
第二十九巻第一号、第二号
（国学院大学大学院）
文学研究科諭集文学部紀要文芸研究文芸と思想
（日本文芸研究会）
（福岡女子大学）
文芸と批評文芸論霰
（大谷大学）
文芸論叢
（文教 学女子短期大学部）
文献ジャーナル
第四十八号
（文芸と批評の会）
第五巻第十号
第二十一号、第二十二号
第二十号
（宮士短期大学）
（鈴木腺学会）
第二十三巻第十一号、第十
文学史研究
（大阪市立大学）（梅花女子大学）
第二十五号第十九号第一0五号、第一〇六号、第
第十一号
第十号
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